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自転車の通行環境と走行行動の研究 
7 種 17 地点における自転車の通行位置と走行速度をもとにした自転車利用者心理の分析 
 
 
原田昌幸 
 
 
自転車の通行環境が大きく変わろうとしている。国は自転車を歩道から切り離す「自転車道」「自転車
レーン」「（矢羽根による）車道混在」の整備に舵を切った。本研究の目的は、自転車の走行行動の特性
と自転車の利用者心理を解明し、種々の通行環境におけるデザインのあり方を考究することである。本
稿では、「自歩道（共有）」「自歩道（視覚的分離）」「自歩道（構造的分離）」「自転車道」「自転車レーン」
「車道混在（路側帯）」「車道混在（車線共有）」の 7 種の通行環境、計 17 地点を対象に行った観察調査
の結果をもとに、自転車利用者の行動と心理を探り、7 種の通行環境ごとに、その課題点を考察した。 
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１．わが国の自転車通行環境の施策 
自転車は、多くの人が利用できる利便性の高い重要な移動
手段である。排ガスや騒音を出さない環境負荷の小さい交通
手段として見直されているほか、健康志向の高まりやライフ
スタイルの変化を背景に、高い普及率を維持している。さら
に、観光や災害時の移動手段として期待する声も大きい。そ
の一方で、歩行者と自転車の事故がなかなか減少しないこと
が問題となっている１）。 
 従来、日本では、車と自転車を切り離し、自転車と歩行者
を共存させる「自転車歩行者道」を普及させるという、独自
の方法が取られてきた。これは、高度経済成長期に、車と自
転車の交通事故が急増したためで、当時の公安委員会の指導
による。それが、1997 年の地球温暖化防止京都会議（COP3）
を契機に、方針が大きく転換されることになった。国は自転
車の安全かつ適正な利用の促進に向けた環境整備の一環と
して、自転車を歩行者から切り離す「自転車道」や「自転車
レーン」によるネットワーク整備を積極的に推奨し始めた。 
具体的には、1998（H10）年からの「自転車利用環境整
備モデル都市（19 都市）」や 2007（H19）年からの「自転
車通行環境整備モデル地区（98 地区）」の施策を通して推進
しようとした。しかし、鈴木ら２）は、当時、自転車道や自
転車レーンの整備がなかなか進まない状況が続いたことを
報告している。そのような中、東日本大震災が起こった。こ
のとき、移動や運搬の足となったのが自転車である。これが
きっかけとなり、国土交通省と警察庁が共同で自転車の委員
会を組織し、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライ
ン（以下、ガイドライン）」（2012（H24）年）をまとめる
ことになる。後述する「矢羽根」（ピクトグラム）はこのと
き提案されたものである。その後、自転車を歩行者から切り
離す方針は国会議員を巻き込む形で加速することになる。
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